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中学校家庭科における染め織り教育の可能性

松本由香・長田真理子

Potentials of Using同Teingand Weaving Materials for Improving Junior High 
School's Home Economics 

MATSUMOTO， Yuka and NAGATA， Mariko 

研究目的と研究方法

1 .研究目的 調査期間内に、地域を教材とした衣生活に関する

沖縄県には、経済産業大臣が指定する伝統的工 授業は、豊見城市のウージ染め l件のみである。

芸品14品目のうち、染め織りが 12品目存在し、 これに関連して、福原・伊波 [2008:120-130 Jは、

染め織りは現在も沖縄の各地で行われている。し 沖縄県中学校技術・家庭科研究会(島尻地区被服

かし実際に染め織りの産地を訪ねて現状について 領域研究部会)で1993年に行われた「被服学習

聞き取りを行うと、生産者は高齢化、減少傾向に を意欲的に取り組ませるための望ましい題材の選

あり、染め織りの継承が喫緊の課題となっている 定と教具の効果的な活用一手芸品の製作の中で

ことがわかる。一方で沖縄の人々の日常生活をみ ウージー染めを活かした小物作りー」において、

ると、染め織りの存在は薄く、それを継承してい 「自身の生活者E見つめ、子ども自身の生活課題に
こうとする若者の意識も低いように思われる。 気づく視点」、「地域や社会を見つめ、そこで生活

そこでまず沖縄の染め織りに関する教育が、ど 課題に気づく視点」、「地域を変える視点」が取り

のように行われてきたのかをみてみたい。沖縄県 入れられておらず、その点が課題であると指摘し

の教育指針では、「沖縄独自の歴史、伝統、文化 ている。福原・伊波 [2008:132Jは、その理由と

を継承し、沖縄に誇りをもった人聞を家庭・地域 して、染め織りが子どもたちの生活にとって「非

と連携して育てる」方向性が示され、このことは、 日常」であるからと考えていて、家庭科ではさら

沖縄県の基本構想「沖縄21世紀ビジョン」の将 に、染め織りが、子どもの現在の衣生活と密着す

来像としても示されている。そういった中で、地 るような授業展開が必要であると指摘している。

域の文化が教育で初めて取り上げられる小学校教 つまり沖縄の各地でかつてから盛んに行われてい

育、またそれに次ぐ中学校教育における家庭科の る染め織りを、子どもたちが身近に感じられる授

地域教材をみると、食生活領域での郷土料理や各 業を行うことが、地域課題の解決につながると言

地特産の食品を用いた調理が多く取り上げられ、 い換えることができょう。

住生活領域でも沖縄の気候・風土をふまえた伝統 そこで本研究では、中学校家庭科衣生活領域の

的な住居の工夫が必ず取り上げられているといえ 授業で、教材として用いることのできるパワーポ

る。 イント教材を製作する。

しかし衣生活領域では、地域教材を授業に取り

上げた例は、ほとんどみられないといってよい。 2.研究方法
沖縄県の中学校家庭科での授業実践について研究 本研究は、次のように行った。

した喜屋武 [2004Jによれば、 1993~ 2002年の (1) 2013 ~ 2014年にかけて、全国の学校におけ
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る伝統教育、地域教材に関する文献・資料収集を

行った。また中学校技術・家庭科学習指導要領、

家庭科教科書における衣生活領域での伝統教育、

地域教材の取り扱いについて調査を行った(1)。

(2) 2013 ~ 2014年にかけて、沖縄県の染め織り

に関する文献・資料収集を行い、沖縄県内でどの

ような染め織りが行われているか、染め織りの歴

史と現状、生産地、生産方法、素材や染め織り、

柄の特徴についてまとめた。それらのまとめには、

筆者らが、沖縄県各地で染め織りにたずさわる

人々や組合を訪ね、染め織りの現状、生産の特徴、

学校教育との関わりについて聞き取りを行い、訪

問したいくつかの組合で織り体験を行った結果の

考察を含めた (II)。筆者(長田)は聞き取りを、

次の9種類の染め織りを対象に行った。

①芭蕉布(喜如嘉芭蕉布事業協同組合、大宜味

村喜如嘉)

②読谷山花織・読谷山ミンサー(読谷山花織事

業協同組合、読谷村)

③知花花織(知花花織事業協同組合、沖縄市)

④琉球耕(琉球耕事業協同組合、南風原町)

⑤琉球びんがた(城間びんがた工房、屋冨祖び

んがた工房、那覇市)

⑥首里織(那覇市伝統織物事業協同組合、那覇市)

⑦うらそえ織(うらそえ織結の会、浦添市)

⑧ウージ染め(ウージ染め事業協同組合、豊見

城市)

⑨八重山上布(新垣幸子工房、石垣島)

そして次の4種類の染め織りについては、筆者(松

本)が2013年度に行った調査で得た資料と文献

から考察をまとめた。

⑩八重山ミンサー(竹富織物事業協同組合、竹

富町)

⑪宮古上布(宮古織物事業協同組合、宮古島市)

⑫久米島紬(久米島紬事業協同組合、久米島町)

⑬与那国織(与那国町伝統織物協同組合、与那

国町)

(3) 2013 ~ 2014年にかけて、沖縄県内の小学校

150校・中学校100校を対象に、染め織り教育の

現状、その教育への教師の意識についてのアン

ケート調査を行った。その結果から、染め織り教

育の現状をまとめ、今後の課題について考察した

(皿)。
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(4)以上 (1)~ (3)をふまえ、沖縄県の染め織

りについてのパワーポイント教材を作成し、染

め織りの授業実践を提案した (N)。

H 沖縄の染め織りの現状と課題

現在行われている沖縄の 13の産地の染め織り

についてまとめ、現状をふまえた課題について考

察する。

1 .伝統を守る織り:芭蕉布(大宜味村喜

如嘉)

百蕉布は、古くから広く、身分、性別、年齢の

区別なく着用されてきた[吉田 2002 : 65J。か

つて奄美大島から与那国島まで広範な地域で織ら

れていて、沖縄本島では、特に首里、今帰仁、大

宜味で盛んに織られていた。しかし沖縄戦で多く

の織手が失われ、洋服の着用への移行が、芭蕉布

の衰退をうながした。

沖縄戦後、喜如嘉で芭蕉布の再興に尽力したの

が平良敏子氏である。芭蕉布は、 1972年に沖縄

県の無形文化財に、 1974年には国の重要無形文

化財に、 1988年には、通商産業大臣により伝統

的工芸品に指定された。また平良氏自身も、 2000

年に芭蕉布の技術保持者、いわゆる人間国宝に認

定され、芭蕉布は、国や県によって公的に保存の

対象とされた。

喜如嘉の芭蕉布づくりは、原料の栽培から織り

までを、分業ではなく、織り手が一貫して行って

いる。原料の芭蕉布は、繊維を採れるようになる

までに3年かかるが、原料を地元で栽培し、織り

までを行う織物は、宮古上布と喜如嘉の百蕉布の

みである。古くから生活の一部であった布づくり

の技法を受け継ぎ、時間と労力をかけて織り上げ

られてきた。

芭蕉布づくりと学校教育との関わりについて、

辺土名高等学校環境科では、地元の芭蕉布づくり

の教育が行われ、また奥間小学校では、獅子舞の

毛を臣蕉から採る実習が行われているという。し

かしこの2校以外、芭蕉布づくりを教育に取り入

れている学校は確認できなかった。暑い季節を涼

しく過ごす衣服に適した芭蕉布が、古くから沖縄

の人々によって着用され続けてきたことを考える
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ことは、地元の伝統文化を知り、衣服の役割を考

える上で有意義であるといえよう。

2.伝統文化の再認識:読谷山花織・読谷

山ミンサー(読谷村)

読谷山花織は、 15~ 16世紀頃、南蛮貿易で栄

えていた読谷山に、タイ、ミャンマ一、ジ、ャワな

どの南方から染織布や技術がもたらされてつく

られるようになったと考えられている[吉田

2002:74J。その後、読谷山按司の護佐丸によって

家内工業化され、琉球王府の御用布として生産さ

れてきた。沖縄戦後、花織は、婦人会によって、

その後、与那嶺貞によって、地機ではなく、高機

で織られるようになった口中縄県商工労働部商工

振興課 2012: 47J。そして「読谷山花織」の名

称が用いられるようになった。 1975年には沖縄

県の無形文化財に、 1976年には伝統的工芸品と

して、通商産業大臣の指定を受けた。また 1999

年には国の重要無形文化財に指定され、与那嶺貞

氏がその技術保持者、いわゆる人間国宝に認定さ

れた。

筆者(長田)は、 2014年 11月に読谷山花織事

業協同組合で織り体験を行った。そこでは、竹串

で経糸をすくって模様をつくる「グーシ花織」の

技法でコースターを織った。模様は、裕福になれ

るようにという「ジンパナ」、子孫繁栄を願う「オー

ジパナ」、長寿を願う「カジマヤーパナ」の3種

類があり、これら 3種類を織り手が自由に組み合

わせることで、 30種類以上の幾何学模様を織る

ことができるという。一見むずかしそうであるが、

一度織りの仕組みを理解すると、中学生にも織れ

るのではないかと思われた。

組合によると、ここを訪れるのは、地元住民で

はなく、大半が観光客であるという。学校教育と

の関わりについては、糸満市などの比較的遠い地

域から社会見学に訪れることがあるが、地元の学

校との交流はほとんどないということであった。

筆者は、地元の伝統文化は、地元に根づいてこそ

受け継がれていくものと考える。そのためには組

合、学校と行政が連携して、伝統文化を守ってい

く必要があると考える。

3.地域によみがえった織り:知花花織(沖

縄市)
知花花織は、旧美里村(現在の沖縄市)の知花、

登川、池原などの集落で盛んに織られ、 19世紀

後半には、技法が確立していたと考えられる[沖

縄県商工労働部商工振興課 2012: 55J。他の花

織が緯浮花織であるのに対し、知花花織は、経方

向に浮糸が文様を表す経浮花織である。自家用と

して織られてきたからか、自由奔放で個性的なデ

ザインが多い。

古くは主に村の女性たちが行う「ウスデーグ(旧

暦8月15日に行われる五穀豊穣を祈る祭り)Jの

衣装として、また「ウマハラシー(旧暦8月 14

日に男の祭である馬乗り競争)Jで晴れ着として

用いられてきた。沖縄戦後には途絶えていたが、

2000年、沖縄市に知花花織復元作業所が開設さ

れ、知花花織の研究、復興、後継者育成が進め

られた。 2010年には沖縄県の伝統工芸品に、ま

た2012年には国指定の伝統的工芸品に指定され、

再興を果たしたといえる。

筆者らは、 2013年 12月に知花花織事業協同組

合を訪ねた。その際、組合が、地域や教育との連

携に積極的である印象を受けた。地元の小学生が

見学に訪れたり、中学生を職場体験として受け入

れていることがわかった。組合は地元の生徒に地

域の文化を学んでほしいと考え、生徒も職場体験

の実習先に地元の織りの組合を選択していて、生

徒自身、地元の伝統文化に興味そもち、知りたい、

学びたいと考えていることがうかがわれる。知花

花織が、地域の伝統文化教育の基礎をつくりあげ

ていくことが期待される。

4.地域生活にある伝統文化:琉球耕(南

風原町)

耕は、 14~ 15世紀頃、中国や東南アジアの影

響を受けながら琉球に入ってきたと考えられてい

るらそしてその耕が、琉球の独自の文化を吸収

し、薩摩耕や久留米耕などの日本本土の耕のルー

ツになったと考えられている。琉球耕の文様は

600種類以上あるといわれ、「トウイグワー(烏)J、

「イチチマルグムー(五つの丸い雲)J、「ミンテイ

キトーニー(耳付きの豚の餌箱)Jなど、自然や

生活に密着したものがモチーフとなっている。大
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正初期から沖縄戦まで、琉球耕の産地は、那覇市

泊、垣花、小禄と糸満が中心であったが、その後

その下請けや、織りだけを他のっくり手に依頼す

る「出機」をしていた南風原に移っていった[田中・

内藤 2004: 104J。現在では、琉球耕の生産の約
9割を南風原町が占めているが、南風原町で本格
的に耕が織られるようになったのは大正時代であ

る。当時、木綿が使われていて、中産階級以上の

冬の素材として用いられていた。 1908年に島尻
女子工業徒弟学校が小禄に設立されると、南風原

からも多くの織子たちが技術向上のために、この

学校に入学した。

南風原では、 1946年頃から、漁網やロープを
ほどいて織物がつくられるようになり、素材はま

ず木綿が用いられ、 1960年代からは絹の耕が盛
んに織られるようになり、南風原は「琉球耕の里」

として一大織物産地となっていった[真南風の会

2002 : 113J。

筆者(長田)は、 2014年に南風原町のかすり
会館で織り体験を行った。そこは地元の主婦のコ

ミュニケーションの場になっていて、地域での交

流が盛んに行われていた。

また『南風原の織~琉球耕・南風原花織j][琉

球耕事業協同組合 2011Jという副教材が刊行さ
れていて、琉球耕の歴史や織り方が児童生徒にも

理解できるようにやさしく、かつ詳しく解説され

ている。

南風原町では、地域の文化を学び伝え、継承し

ていこうとする織り手や組合側および地域住民に

よって、琉球耕が強く根づいている印象を受けた。

5.伝統文化と新しい文化の融合:琉球び
んがた(那覇市)
紅型は、織物とは対照的に男性の家業として受

け継がれてきた。紅型は、琉球の王族・士族の着

物であり、中国や江戸幕府への献上品であった。

しかし 1871年の廃藩置県後、本土から安価な反
物が入ってくるようになり、紅型工房は次々に廃

業していった[沖縄県商工労働部商工振興課

2012:43J。

戦後、琉球紅型の再興に尽力したのが城間栄喜

氏である。その始まりは、米軍向けのポストカー

ドだった。当時散乱していた小銃、機関銃の弾や
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レコードを道具に使用し、紅型をつくった。城間

栄喜氏は、着物を作り続けることで紅型の高度な

技術を残していきたいと考えた。

伝統的な紅型がつくられる一方で、近年では、

組合に属さない若い紅型作家が増加している。彼

らがつくる新しい紅型には、本来の転型の形が崩

れるのではないかと懸念する人もいる。しかし紅

型工房を主催する屋冨祖幸子氏は、社会の変化と

ともに伝統を取り入れながらもデザインも変化し

ていかなければならないと語る。そのような考え

は、っくり手だけでなく、琉球銀行では、 1992
年から「紅型デザインコンテスト」を毎年開催し

ている。この催しは、若手工芸家の育成や紅型デ

ザインの新しい領域を開拓するためであるとい

い、受賞作品は、琉球銀行のカレンダーや通帳、

キャッシュカードなどに活用される。

また屋冨祖氏によれば、組合では紅型に対する

興味、新しい発想を引き出すことを目的として、

毎年、子どもへの伝統的工芸品教育事業として、

応募のあった小・中学校で、紅型の講習会および

製作体験の指導を行っているという。筆者らは、

2014年12月に、屋冨祖氏の指導のもと、紅型の
トートバッグ、の製作を行った。体験の前には紅型

についての講義が行われ、また実際に、屋冨祖氏

から、筆での顔料の摺り込みの指導を受けた時は、

伝統工芸士の技を直に感じることができた。つく

る過程においても、楽しみながら伝統文化を学ぶ

ことで、その体験の感動の大きさを実感すること

ができた。屋冨祖氏は、児童生徒が紅型を体験す

ることについて、「紅型は糊を落とした後の感動

があり、そこで子どもたちの心を引きつけること

ができる。しかし教師に興味がないとなかなか行

動に移せない。そのため方向性を示してあげるこ

とが必要になってくる」と話し、学校教育におい

て沖縄の染め織りを体験的に取り上げるために

は、教師だけでなく、地域の染め織りにたずさわ

る人の協力や働きかけも重要であることがわかっ

た。

6.再興された王朝文化:首皇織(那覇市)
首里織の起源は明確ではないが、 1429年の尚
巴志による三山統一以来、明治に至るまで、琉球

王朝の首都であった首里では、織物に中固などの
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諸外国の技法が取り入れられ、多色で豊かな独自

の染め織り文化が築かれていた。

首里織とは、現在、「道屯織J1"花倉織J1"花織」

「手縞(ティジマ)J 1"諸取切(ムルドウッチリ)J 1"煮

紹(ニーガシ)芭蕉布J1"花織手巾(ティサージ)J

の7種類の総称である。この首里織の特徴は、他

の織りとは異なり、租税として織られてこなかっ

たことである。首里の女性のたしなみとして、王

族や士族の女性たちによって織られていた。首里

では、階級によって着用できる色、柄、素材、織

り方が決まっていて、花倉織は、王朝時代、琉球

の織物の頂点であり、王家の女性や、ノロの最高

位にある聞得大君にしか着用が許されなかった織

物である。花倉織は戦後途絶えていたが、大城志

津子氏が、その復元を行った。また宮平初子氏は、

現在の首里織の基礎をつくったとされる。

筆者(長田)は、 2014年に那覇市伝統工芸館

で首里織を体験した。首里花織には、両面浮7E織

という技法が用いられ、表裏のどちらも使うこと

のできる織物である。工芸館では、ここを訪ねる

人のほとんどが観光客であり、地元では首里織を

知らない人がほとんどであるといった話を聞い

た。そこで学校教育との関わりの推進が今後の課

題であるといえる。

7.行政による特産品開発:うらそえ織(浦

添市)

うらそえ織は、 2006年に、浦添市の「てだこ

の都市(まち)ものづくりタウン計画」で始まっ

た浦添市の織物である。浦添市伊奈武瀬のサンシ

ルク 2階では、市内の主婦が中心となって染め織

りを行い、 l階では市のシルバー人材センターの

職員によって養蚕が行われている。この養蚕の糸

を群馬の絹糸と合わせ、福木やガ、ジ、ュマルなどの

身近な植物染料と化学染料で染めているという。

筆者らは、 2013年にうらそえ織結の会を訪れ

た際、煮繭の工程や絹糸引きの工程を見学した。

結の会の通事克子氏によれば、学校教育との関

わりについては、小学校の社会科見学を受け入

れ、糸引きや織りの指導を行ったり、中学生の職

場体験を受け入れているということで、あった。う

らそえ織結の会が発行しているリーフレット『う

らそえ織ハンドブ、ック講座」には、製造の工程や

自宅でもできる植物染料での染色方法、蚕につい

ての説明などが記載され、地域の小・中・高校生

にもわかるように解説されていて、学校教育と積

極的に関わっている。さらにうらそえ織では、活

動や情報をブログで発信したり、蚕や福木、車輪

梅、月桃などの植物染料で染めた糸が展示されて

いる。浦添市のイメージガールである「てだこレ

ディ」のユニフォームにうらそえ織が使われてい

ることからも、地元の人をはじめ、多くの人に訪

れてもらい、うらそえ織を知ってほしいという意

図、地域とも積極的に関わっていこうとする姿勢

が理解できる。

うらそえ織は、伝統染織ではないため、比較的

自由で開放的な印象を受ける。新しい織りの開発

には、八重山上布や首里織という伝統染織の技術

が用いられ、それらのっくり手の協力があったと

いう。伝統染織から学びながら新しい織りを創造

する柔軟さが、うらそえ織にみられる。

8.地域を支える新しい染め織り:ウージ

染め(豊見城市)

ウージ染めは、 1989年に、当時の豊見城村商

工会が取り組んだ「むらおこし事業」の一環であ

る特産品のアイディア募集において、地元の女性

がウージ染めを提案し採用されたのが取り組みの

始まりである。豊見城市は、野菜や果物栽培など

の第一次産業の盛んな地域であり、その中でもサ

トウキピ(ウージ)の生産量は、県内でも上位を

占めている。ウージ染めは、伝統工芸ではなく、「生

活工芸品」として位置づけられる。サトウキピの

葉や花で、糸を染めて織られた布を使って、バッグ

やテーブルマットがつくられてきた。

豊見城市ウージ染め協同組合では、島尻教育委

員会と連携をとり、豊見城市の特産品を知っても

らう目的で、教師の初任者研修の中に、ウージ染

めの体験を取り入れているという。そしてその研

修を受けた教師が、生徒にも伝えたいと、学校単

位でウージ染めの体験や見学に訪れるという。主

に小学校4年生が総合学習の時聞を利用して、見

学や体験を行っているが、中学校や高校からはこ

れまでないという。組合を訪れる児童たちは、ウー

ジ染めの緑の色合いに興味をもち、自分の地元に

このようなものがあったのかと、今まで知らな
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かった地域のことを学ぶという。また市内の幼稚

闇では、地元の農業協同組合]Aの協力を得てサ

トウキピを育て、収穫した葉でウージ染めを体験

するという、長期的な学習を取り入れている。

ウージ染めは、これまで専業主婦であった地元

の女性に、仕事の場を提供していて、女性たちの

生き甲斐となり、自立をうながすものとなってい

る。

9. 自然と共存する織り:八重山上布(石
垣島)

八重山上布は白上布ともよばれ、白地にこげ茶

の耕文様が特徴的である。八重山上布の起源は、

一説によれば、 1615年に沖縄本島の機織の技術

者が八重山で技術指導を行ったのが始まりとされ

る[吉田 2002 : 71J。八重山上布は人頭税とし

て織られた布であり、租税制度が技術を高めて

いった。

筆者らは、 2015年 l月に、八重山上布作家の

新垣幸子氏に話をうかがった。当時の貢納布には、

一般税としての定納布と、王や士族、薩摩藩から

の特別注文である御用布の2種類があり、前者は

上・中・下の白無地、後者は紺嶋布や赤嶋布とよ

ばれる耕織物であった。当時、選ばれたものだけ

が御用布を織ることができたが、織りは過酷な作

業であった。しかし一方で、いったん織りが認め

られると、手の甲にハジチとよばれる織文様の入

れ墨を入れることができたという。このことから、

織りに誇りを感じ、生き甲斐になった織り手もい

たことが想像できる。

摺り込み捺染技法は、八重山仁布にのみ用い

られている。これは 1888年に開発され、クール

(紅露)の濃縮液を竹筆で摺り込んで糸をつくる

技法である[児玉 2005:102J。八重山の人々は、

1973年に新垣氏が括り染めを復活させるまでは、

摺り込み捺染が昔からの技法であると信じていた

が、新垣氏によって、括り染めが行われるように

なった。現在、若い織り手が増えた一方で、細い

糸の績み手が育たないという問題がある。新垣氏

は、これまでの織り手と績み手の関係を、「昔、

お嫁さんが織りを、織りができなくなったおばあ

ちゃんが、嫁や孫のために糸を績んでいた」と話

した。しかし今ではそのサイクルが崩れていると
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指摘した。新垣氏は、高齢者が糸績みを続け、地

元の産業に貢献してほしいと考えている。

新垣氏は、括った糸を、クール、ひるぎ(マン

グローブ)、福木などの植物染料で染める。その

色は、「自然からいただいた色」と考えている。

植物染料では思い通りの色が出ないこともある

が、風土を活かした染め、織りを続けていきたい

と考えている。

10.伝統を継ぐ織り:八重山ミンサー(竹
富島)

八重山ミンサーは、現在のアフガニスタン周辺

に起源をもっ小さな耕文様の帯が、チベ、ソト、中

国を経て伝来したものという説もある[沖縄県商

工労働部商工振興課 2012:53J。ミンサーとは、

木綿織の帯そいい、「ミン」は中国語で「綿」を、

「サー」は「狭Jを当てた「綿狭織」または「綿

狭帯」の略ではないかともいわれている i沖縄県
商工労働部商工振興課 2012:53J。ミンサーは、

かつて通い婚の風習があった八重山地方で、女性

から男性に送られたものであり、五つと四つの碁

盤の耕模様は、「いつ(五つ)の世(四)までも」

との願いが込められているという。これは、アマ

ンダ・スティンカムによれば、 1950年代につく

られた意味ではないかとされる[スティンカム

2002:19J 0 しかし現在、その模様の意味が、ミン

サー模様の由来として商業的に活用されている。

八重山ミンサーは、本島の紋織のミンサーとは

異なり、平織である。かつては八重山全域で、織ら

れていたが、戦後衰退し、現在では竹富島のミン

サーが最もよく知られている。現在では帯だけで

はなく、バッグやアクセサリーなどにも、いわゆ

るミンサー柄が使われ、沖縄をイメージするもの

となっている。

また学校との関わりもみられる。 2005年に、

八重山商業高校はミンサー柄を制服に取り入れ、

男女のカッターシャツのポケット部分とネクタイ

にミンサーが使われている 20 2008年には、竹富

小・中学校の技術科の授業で、ミンサー織りが取

りヒげられ、児童生徒に、地元の染め織りを理解

してもらう試みが行われている[あざみやミン

サー記念事業委員会 2009 : 238-239J。竹富町織

物事業協同組合の島仲由美子氏は、「見えない仕
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事」を見てほしいといい、「見えない仕事」を学

ぶこととは、大量生産・大量消費でものがあふれ

る環境の中で、それとは反対に時間をかけてつく

る人々のものづくりの思考を理解し、ものを大切

にする気持ちを育むことであるといえる。

11. 文化の継承と世代聞の差:宮古上布(宮

古島)

宮古島では、他の地域と同様、古くから染め織

りが行われていたと考えられているが、現在のよ

うな宮古上布の始まりは、 1583年に稲石刀自と

いう女性が、琉球王府に「綾錆布」を織って献上

したことであるとされる[吉田 2oo2:69J。琉球

王朝時代には、女性は上布を納めることが義務づ

けられてきた[輿那嶺 2009: 106J。しかしこの

ことが、上布の細い糸を績む技術や織りの技術を

向上させてきた。宮古上布は、江戸時代には本土

に運ばれ、当時琉球を支配していた薩摩の名がつ

けられ、「薩摩上布」として市場に出回っていた。

それ以前、宮古上布には、鮮やかな地色に大柄の

耕を配したものもあったが、「江戸好み」によっ

て、濃紺に白の耕模様が定着していった[興那嶺

2009: 106J。
人頭税が廃止された1903年には、宮古郡織物

組合が設立され、宮古上布づくりは、宮古島の地

場産業として発展していった。当時の年間生産量

は、最盛期には 1万反を越え、織りは収入の良い

仕事であった。しかし戦後、洋装化の影響もあり、

宮古上布の生産量は減少し、 2002年には 10反に

まで減少したと

宮古上布は分業制である。現在、材料となる苧

麻の績み手は、 95%が70歳以上といわれヘ高齢

化が進んでいる。苧麻糸の確保が困難となってき

たため、組合や行政によって糸績み教室が各地で

設けられるなど、績み手の育成がはかられている。

これらの教室では、糸績み教室が高齢者のコミュ

ニケーションの場となり、生き甲斐になっている

ケースもあるという 5。外出の機会が少ない高齢

者にとって、糸績み作業で集まる仲間との会話は

楽しみであり、また指先を使う作業は、老化を防

ぎ健康的な暮らしに良いといえる。 2007年には、

宮古苧麻績み保存会によって、苧麻が宮古上布に

なるまでの過程を小・中学生にもわかるように解

説したテキスト『苧麻糸物語~ [宮古苧麻績み保

存会 2007Jが発行された。

宮古織物事業協同組合は、地域の伝統文化を継

承するためにさまざまな取り組みを行っている。

県の事業やインターンシップを積極的に取り入

れ、小学生を対象に組合の仕事者E伝えたり、高校

生のインターンシップでは、宮古上布の歴史の講

義や糸績み、織り、染め等の体験を行っている。

また島の文化祭や産業まつりなどで、子どもを対

象に織物体験・藍染め体験を毎年'恒例で行ってき

た。

今後、若者に宮古上布を伝えていくことが大

切である。 2004年の資料[松本・山里 2004

53・67Jでは、宮古島に住む10代の若者の84%が

「宮古上布に興味がない」と答え、宮古上布の将

来について、 55%が「なくなってもかまわない」、

「どちらともいえない」と回答したという。現在、

組合や行政の取り組みによって、この状況は改善

されていると想像されるが、宮古上布を、島の若

者にどのように伝えていくかが、今も大きな課題

である。

12.ユイマールで行う染め:久米島紬(久

米島)

久米島紬は、 18世紀中頃、堂之比屋が中国か

ら養蚕の技術を導入し、越前や薩摩の技術とも合

わせてつくられるようになったという[沖縄県商

工労働部商工振興課 2012:50J。久米島紬も人頭

税であって、 1903年まで強制的に織られ、その

反対に紬織の技術は向上していった。

久米島には、鉄分を含んだ田泥や植物染料が多

くあり、明治以降、久米島紬を島の産業とするた

め、技術の伝承・教育が行われてきた。 1905年

には生産性を高めるために、久米島紬は黄繭から

白繭を素材とし、地機から高機が用いられるよう

に変化し、耕括りの技法も改良されて、その生産

は最盛期を迎えた[輿那嶺 2009:102・103J。しか

し現在では養蚕は行われなくなり、以前は中国か

ら、現在はブラジルから絹糸を輸入してつくられ

ている。

久米島紬の伝統的技法は、今も受け継がれてい

る。 1カ月の問、毎日テカチ(サルトリイバラ)

やクールの植物染料を煎じた染液で糸を染め、そ
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の後、泥染めを行う。 1 日 5~7 回の染めと天日

千しを繰り返し、その作業を2日間行う。作業は、

親戚や仲間で相互に協力し合い、この相互の協力

を「ユイマール」という。実際に現在、泥染めの

日には、親戚や友人が早朝から集まり、お互いに

協力し合って行われている。泥染めは、織る糸の

1年分をあらかじめ括って用意し、一度に染めら

れる。染め織りを家業とする家は年々減少してい

るというが、今後もユイマールによる染め織りが

伝えられていくことが望まれる。

13.郷土学習としての織り:与那国織(与

那国島)

1477年に、与那国島に漂着した朝鮮人によっ

て書かれた『李朝実禄』に収録されている「琉球

見聞録」によれば、当時、苧麻を織った衣服が着

用されていたという[吉田 2002:78J。現在、与

那国織には、花織の他、カガンヌブー(ミンサ一

帯)、シダティ(手巾)、ドゥタティ(白と黒の細

かい碁盤目模様の着物)という 4つの種類がある。

与那国はかつて「ドナン(土南、 i度難)Jとよ
ばれていた。岩礁が多く波は荒く、島に渡ること

が難しいため、島の人々にとって、他の島々との

交流は危険であった。そのため、親族が島を離れ

る際には、見送る人は航海の無事者E祈って、シダ

ティをお守りとして贈った。

与那国中学校では、総合的な学習の時聞を「どう

なんタイムJと名づけ、郷土学習を行っている。

織物、舞踊、三線、棒座、方言の5つのコースに

分かれ、年間で 1年生が50時間、 2• 3年生が
70時間、 lつのコースを選択して学んでいると

いう。この活動は 1993年に始まり、生徒たちが、

地元の与那国の文化を学んでから、島外の高等学

校に進学してほしいということで行われている。

織物のコースは人気があり、 6台の機では希望者

すべてを受け入れることはできないという。織物

コースで学んだ生徒が高校進学後、染織専門の学

校に進学し、与那国に帰って織り手になるケース

もある。

現在、与那国には島外出身の織り手が育ち、与

那国織の伝統を受け継ぎながら糸の色や布の模様

をアレンジした与那国織がつくられている。こう

して与那国織は、島外者や地元出身者によって受
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け継がれている。

14.まとめ
筆者らは、沖縄県の 13種類の染め織りの聞き

取りを行い、特に筆者(長田)は、 4種類の織り

を体験した。それらの織り体験を通して、織る技

術の高度さを感じ、自分で作品をつくることで、

楽しみながら地域の伝統や文化を学ぶことができ

た。そして地元にある染め織りを伝えていきたい

という気持ちがさらに強まった。学校で体験を通

して染め織りが教育されることには、児童・生徒

に感動を与え、職業観の形成をうながす意義があ

ると考えられる。

沖縄は染め織りが多様に盛んに行われている地

域であるが、さらにうらそえ織やウージ染めなど

の新しい染め織りが誕生し、地域に根づいている。

しかし実際に沖縄の染め織りの多様性を知る人は

少ない。また地元の染め織りにふれる機会が少な

く、その存在を知らない人も多い。今回聞き取り

を行ったっくり手は、皆、地元の若い人にこそ染

め織りを知ってほしいと考えている。かつては祖

母や母から受け継いで学んだ染め織りであるが、

時代の変化に伴い、染め織り自体のあり方だけで

なく、地域の伝統や文化の受け継ぎ方も変えてい

く必要があり、教育の中で染め織りを取り上げる

ことは、子どもが地域文化を知り、尊重する態度

を養うためにも必要であるといえる。

また今回の聞き取りを通し、染め織りや糸績み

がっくり手の生き甲斐になっていること、つくる

場がコミュニケーションの場になっていることが

わかり、このような染め織りを行う人々のあり方

を学ぶことも有意義であると考えられる。

111 小学校・中学校での染め織り教育の現

状と課題

次に、実際に沖縄県の小・中学校でどのように

染め織りが教育されているのか、またそれについ

ての教師の考えについて考察する。

1 .小学校での染め織り教育
2014年11月に沖縄県内小学校150校に郵送で

アンケート調査を行った。質問項目は、地元で染
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め織りが行われているか、染め織り教育の実際、

授業での取り上げ方についてである。そのうち

41校から回答があった。有効回答率27.3%とい

う回答率の低さから、小学校教師が多忙であるこ

と、染め織りへの関心が薄いことが考えられる。

しかし本アンケート調査票が記述式であるため、

回答から考察を導くことは有効であると考える。

(1)調査した小学校の所在地

調査対象にした小学校の所在地、沖縄県内 11

市11町19村のうち、大宜味村、東村、本部町、

金武町、名護市、恩納村、読谷村、うるま市、沖

縄市、北谷町、西原町、宜野湾市、北中城村、中

城村、浦添市、那覇市、豊見城市、糸満市、南城

市、八重瀬町、南風原町、久米島町、伊江村、竹

富町、宮古島市の 10市8町7村の中学校41校か

ら回答者E得た。

(2)地域での染め織りの有無

41校のうち、地域に染め織りがあると回答し

た学校は 20校あり、それらは百蕉布、藍染め、

久米島紬、読谷山花織・ミンサー、知花花織、紅

型、うらそえ織、ウージ染め、琉球耕、宮古上布

で、あった。また地元に染め織りがあっても、その

地元の染め織りを認識している学校とそうでない

学校がみられた。

(3) a沖縄の染め織りを授業の中で取り入れ
ているか

取り入れていると回答した学校は 20校あった。

そのうちの 10校が、小学校のある地域の染め織

りを取り入れていた。

b取り入れている染め織り
小学校で取り入れられている沖縄の染め織り

は、紅型と読谷山花織・ミンサーが多い。これら

は、那覇市や読谷村以外の学校でも取り入れられ

ている。

c取り入れている授業
沖縄の染め織りを取り入れている授業は、総合

学習が最も多く、次いで社会科、図工科、家庭科

であった。また2科目以上で取り入れている学校

が12校あり、小学校では教科横断的に取り入れ

られていた。

d授業での取り入れ方
実際に作品をつくる体験的な学習が半数以上あ

り、中には講師を招いて指導をしてもらうと回答

した学校もあった。卒業作品や家族へのプレゼン

トなど、他の目的も兼ねて授業を行っている学校

もあった。さらに少数であるが、調べ学習を取り

入れ、知る学習から体験的な学習へと段階的に取

り入れている学校もあった。

e染め織りを授業で取り入れる目的
取り入れる目的としては、沖縄の伝統文化を児

童に伝えることという学校が40パーセントで最

も多かった。染め織りを学ぶことは、知るだけで

なく、っくり手の努力や工夫を感じ、今後の自ら

の生活に置き換えて考えてみることや、地元を知

り、沖縄県出身者「ウチナーンチュ」としてのア

イデンティティの確立にもつながると考えられて

いる。

f染め織りの授業後の児童の変化
地域の染め織りに関心・興味をもっ児童が多く

みられるようになり、学んだことを他者に伝える

児童、製作したものを生活に活かそうとする児童

がみられたという。このように染め織り教育の意

義は大きいといえる。

g染め織りを授業で取り入れていない理由
取り入れていない21校で、その理由は、「年間

計画に位置づけられていなし、」が 18%で最も多

く、次いで「学習指導要領・教科書に記載がない」

が9%であった。授業後の児童への効果を考える

と、染め織り教育を年間指導計画に位置づけ、学

習につなげていってほしいと考える。

(4)小学校学習指導要領家庭編「仁快適な衣

服と住まい(1)衣服の着用と手入れ・ (3)

生活に役立つ物の製作」領域で、どのよ

うな授業を行っているか

a i衣服の着用と手入れ」領域
「日常の快適な着方」の分野では、衣服の保健

衛生上・生活活動上の働きと関連させ、夏を涼し

く、冬を暖かく過ごすための着方、つまり気候の

変化に応じた着方の指導を重点的に行っていると

いえる。「日常着の手入れ」については、身近な

洗濯を取り上げ、洗濯実習を行っていることがわ

かった。

一 195-
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染め織り教育と関わらせるには、昔エアコンが

なかった時代に、先人たちがどのような衣服を着

て夏の暑さをしのいでいたかを考えることなどが

あげられよう。

bi生活に役立つ物の製作」領域
製作計画を立てて、ミシンや手縫いでナップ

ザ、ック、エプロン、マイバッグ、小物づ、くりを重

点的に行っていることがわかった。製作の基礎的

知識・技能を習得することが求められていて、比

較的多くの授業時数が必要である。ここでは、実

際の染め織り布ではなく、入手しやすい染め織り

柄がプリントされた布地を使った小物づ、くりなど

が考えられる。

(5) a回答した教師の基本属性
回答した教師は、回答者の性別が明らかな回答

によれば、女性が31人、男性が 5人であった。

年代については、 30代が最も多く、次いで40代

であり、 30代と 40代が半数を超えている。

b小学校家庭科で、沖縄の染め織りを生徒

が学ぶととについての教師の考え
小学校家庭科に沖縄の染め織りを取り入れる意

義は大きいと考える教師が多いが、実際は家庭科

だけに限ると時閣の確保が難しく、他教科との横

断的カリキュラムが必要であると考えている教師

が多かった。また児童が実際に染め織りに触れる

機会を設けたいという気持ちはあるが、教師自身

が染め織りの知識がないため、っくり手の協力が

必要であると考えていた。しかし具体的にどのよ

うにっくり手と連携をはかるのかわからないとい

う意見があった。

c児童に沖縄の伝統文化を伝えていきた
い・伝えなければならないと思うこと

児童に沖縄の伝統文化を伝えることについて

は、回答したすべての教師が肯定的な考えをもっ

ていた。児童が伝統文化を学ぶことで、地元への

愛着や誇りを育てたいと考える教師が多い。しか

し中には、伝えたいが、実際、時間に余裕がなく

取り入れにくいという回答もあった。また染め織

りが身近にない地域もあり、すべての地域で染め

織りを取り入れることが、必ずしも必要ではない

という意見もあった。
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d今後取り入れたい地域教材
今後取り入れたい地域教材は、食生活分野が

44%と最も多く、次いで衣生活分野の 12%で、あっ

た。食生活分野では、郷土料理や地域の食材を用

いた調理実習という回答が多くみられ、給食と関

連づけて学ばせたいと考える学校もあった。衣生

活分野では、染め織りという回答が多く、中には

組踊りの衣装を取り上げたいなどの回答もあっ

た。このように家庭科だけでなく、音楽など他教

科と関連させた学習を考えている学校もあった。

また行事と食生活分野・衣生活分野など、複数の

分野を関連づけ、学習する方法も考えられている。

(6) a教師の沖縄の染め織りを学んだ経験の
有無と学んだ染め織り
沖縄の染め織りを学んだ経験のある教師は 15

人であった。その中には学生の頃の体験が今でも

強く印象に残っていると回答した教師もいた。ま

た教職に就いてから学んだと回答した教師は、校

内研修や初任者研修等で学んだ、教材研究のため

に学んだなどの回答であった。学んだ染め織り

は、紅型が最も多く、次いで草木染め、藍染めと

なっていて、染め織りを学んだと回答した 88%

が、染めを学んでいることがわかった。織りは、

lクラス全体で体験するには多くの織機が必要で

あり、取り入れにくいが、染めは人数に関係なく

できるので取り入れられやすいと考えられる。

b学んだ染め織りを教育の中で活かして

いるか
染め織りを学んだ経験のある 15人の教師のう

ち、学んだことを授業で活かしたと回答したのは

8人で、あった。教科横断的な学習を取り入れ、調

べ学習をし、その後講師を招いて染め織り体験を

する方法があげられた。

c教師・生徒が染め織りを学ぶことをどう
考えるか

63%の教師が学んでみたいと回答した。児童に

染め織りを伝え、自分の視野を広げるために学び

たいという意見があった。しかし 3%の教師が、

生徒の学力向上が優先されるので、染め織りを学

ぶ時間的・精神的余裕がないと回答した。
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2.中学校での染め織り教育
(1)調査した中学校の所在地

沖縄県内の中学校 100校へアンケート調査を郵

送で依頼したところ、 23校から回答を得た。回

答率の低さから、中学校教師が多忙であること、

染め織りへの関心が低いことが考えられる。しか

し本調査票は記述式であるため、回答から考察を

導くことは有効であると考える 60

回答を得た中学校の所在地は、沖縄県内 11市

11町19村のうち、名護市、うるま市、沖縄市、

那覇市、豊見城市、糸満市、南城市、宮古島市、

石垣市、北谷町、南風原町、八重瀬町、竹富町、

恩納村、読谷村、北中城村、伊是名村、渡名喜村、

伊江村、粟国村の9市4町7村である。

(2)地元の染め織りの有無

23校のうち、地元に染め織りがあると回答し

た中学校は8市町村の8校であった。回答の中に

は、本研究で取り上げていないギンネムの葉で染

める「ギンネム染め」もあった。また首里織、紅

型、ウージ染めのように、那覇市や豊見城市など、

地域に染め織りがあるにもかかわらず、それを認

識していない学校があった。このことからは、教

師の地元文化への関心が少ないこと、学校と地域

との結びつきが弱いことが考えられる。

(3) a染め織りを授業に取り入れているか
23校中、沖縄の染め織りを授業に取り入れて

いると回答した学校は、恩納村、糸満市、那覇市

にある 3校であった。それら 3校とも、地元に染

め織りはないと答えていた。このことから、地元

に染め織りがあることが、授業に染め織りを取り

入れることとつながらないことがわかった。

b取り入れている染め織り、取り入れてい

る授業

授業に取り入れられた染め織りは、紅型、首里

織、琉球耕、読谷山花織・ミンサ一、ウージ染め、

宮古上布、八重山上布、久米島紬で、取り入れら

れる染め織りは、中学校のある地域と関わりがな

いことがわかった。またこれらの中学校では、家

庭科でのみ取り上げられていた。

c授業への取り入れ方
授業では、染め織りが郷土文化、伝統文化とい
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う視点で取り上げられている。 3校とも、染め織

りを紹介、説明するのみにとどまっていて、実践

的活動や体験活動は行われていなかった。

d授業で取り上げる目的

沖縄の染め織りを郷土文化、伝統文化として認

識し、継承することを目的として取り上げている。

家庭科教師の沖縄の染め織りや伝統文化に対する

意識の高さがうかがわれる。

e授業後の生徒の変化
沖縄の染め織りの紹介を行うにとどまっている

学校では、生徒は、染め織りに関心は少なく、授

業後の変化はあまりみられないとしている。教師

は、生徒の関心が少ないことを認識していて、知

るだけにとどまらず、織り見学や体験するなどの、

実践的教育が必要である。

f染め織りを授業で取り上げない理由

最も多いのが、「時間に余裕がない」で、年間

授業計画に位置づけられていない染め織りを授業

で取り上げる余裕がないといえる。染め織りを取

り上げるか取り上げないかは、家庭科教師の意識

に任されている。中には、教師自身の知識不足で

取り上げることが難しいと回答した例もあり、教

材が少ないことも、授業で取り上げられていない

理由の一つであると考えられる。

(4)中学校学習指導要領家庭編「仁衣生活・

住生活と自立 (1)衣服の着用と手入れ、

(3)衣生活・住生活などの生活の工夫」

について、どのような授業実践を行って

いるか。

a衣服の着用と手入れ
1 (1)衣服の着用と手入れjでは、小学校で、は

手洗い洗濯を基本としているため、小学校での学

習をふまえて、しみ抜きを加えた洗濯実習を行っ

ている学校が多い。また和服を取り上げている学

校も多く、和服や、沖縄の気候に関わらせて、沖

縄の伝統的な染め織りを紹介する例もみられた。

開降堂の教科書には、発展の項目として、自分の

住む街の衣文化を調べる課題が記載されている。

そこでは紅型、宮古上布、八重山ミンサーが紹介

されていて、 1(3)衣生活・住生活などの生活の

工夫」については、この単元で、沖縄の染め織り

を取り上げることは充分に可能である。しかし実
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際に取り上げている学校はなく、地元では、沖縄

の衣文化が重要であるとは認識されず、注目され

ていないことがわかった。

b衣生活・住生活などの生活の工夫
衣生活・住生活などの生活の工夫について、回

答では、ティッシュカバーやエコバッグの製作が

行われていて、エコバッグについては、身近な消

費生活と環境との関連をはかったものと考えられ

る。また住生活についての実践が多く、沖縄の気

候風土に合った伝統住宅の工夫を紹介している例

がほとんどであった。この単元では、衣生活、住

生活ともに気候や地域性を取り上げた実践が行わ

れている。教科横断的な学習を計画するには、沖

縄の染め織りは適した題材であるといえる。

(5) a中学校家庭科で、沖縄の染め織りを生

徒が学ぶことについての教師の考え
18名の教師が、中学校家庭科で染め織りを学
ぶことに積極的であるが、実際に染め織りを取り

上げている学校は3校であった。生徒に沖縄の伝

統を知ってほしい、地元に関心や誇りをもってほ

しいと考え、沖縄の染め織りを授業で取り上げて

いた。しかし実際に授業に取り入れられた場合は

少ない。その理由としては、「時聞に余裕がなく、

取り上げることが難しい」、「取り上げたいが、自

分の知識不足で教えきれない」があげられた。限

られた時間の中で沖縄の染め織りを実践的に取り

上げていること、また染め織りは、家庭科教師に

とって身近ではなく、専門的な知識を有していな

いため、取り上げることがむずかしいという意見

があった。

b生徒に沖縄の伝統文化を伝えていきた
い、伝えなければならないと思うこと
沖縄の文化を生徒に伝えていきたいと回答した

学校は 70%あり、「わからない・興味をもった時

に学べばよい」と回答した学校は 11%であった。

伝えていきたいと回答した学校は、生徒が地域

や、地域の文化を知らないことに危機感をもって

いて、伝えていかなければならないと思っている

が、授業に位置づけがないことや、取り組む時闘

がないなどの理由から、実践へは至っていないこ

とがわかった。また地域や保護者の協力が必要と

考えている学校もあり、地域や保護者の理解が求

められているo

c今後どのような地域教材を取り上げてい
きたいか。
今後取り上げてみたい地域教材は、食生活分野

とする回答が最も多かった。その理由としては、

食は生徒の生活に直結していて授業に取り入れや

すいこと、生徒の興味・関心も高いことがあげら

れている。食生活分野では、取り上げたい郷土料

理や地域の特産品を具体的に回答している教師が

多く、生徒だけでなく教師も地域の食に対して興

味・関心が高く、身近に感じているといえる。

また衣生活分野については、回答があった4校

すべてが染め織りを取り上げたいと答え、住生活

分野においては、沖縄の伝統的な住まいを例に、

家の構造や住まいの工夫を伝えたいという回答が

あった。「写真を使ったりしてまとめられた教材

があると、授業に取り入れやすい」という回答か

ら、沖縄の染め織りを授業で取り上げる際に、パ

ワーポイントを用いた授業が効果的であると考え

る。衣生活分野においてなかなか地域教材が取り

上げられていない背景に、染め織りが生徒や教師

の身近になく、教材にする場合の協力者を捜すこ

とが困難であったり、生徒や教師の興味・関心が

少ないことが考えられる。そのため染め織りを教

材化するには、生徒が身近に感じられるように、

生徒の生活をとらえたアプローチを行うことに気

をつけたい。

(6) a沖縄の染め織りを学んだ経験
沖縄の染め織りを学んだ経験があると回答した

のは 10人であった。沖縄の染め織りを学んだこ

とがないと回答したのは8人で、無回答が5人で

あった。

沖縄の染め織りを授業で取り上げていると回答

した3校のうち 2校では、教師が沖縄の染め織り

を学んだ経験があると回答していた。しかし沖縄

の染め織りを学ぶことが必ずしも授業実践につな

がるとはいえず、授業時数の確保の困難さがある

と考えられる。

沖縄の染め織りを学んだ経験があると回答した

中には、個人的に学んだ、教材化のために学んだ、

そして教員研修の一環として学んだという 3つの

タイプがみられた。また染め織りの中では、 4人
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がウージ染めを学んだと回答した。

b染め織りを学んだ経験を教育の中に活

かしているという授業実践等

学んだ染め織りを授業で取り上げたことがある

教師は、沖縄の染め織りを学んだ経験があると回

答した 10人中、 4人であった。旧学習指導要領

の下で染め織りを取り上げたことがあるといい、

改訂後、取り上げる時間の余裕がなくなったこと

が考えられる。

c教師として染め織りを学ぶ乙とについて
どう考えるか

回答のあった 17人全員が学んでみたいと回答

していて、無回答はあったものの、学ぶことに否

定的な回答はなかった。教師が研修や体験で沖縄

の染め織りを学ぶ機会があれば、教育につながる

が、学ぶ時閣をもつことがなかなかできないよう

である。そこで視覚的に理解できるパワーポイン

ト教材を作成し、提案することにしたい。

3. まとめと考察
以上に述べた小学校と中学校のアンケ←ト結果

から、学校における染め織り教育の現状と課題に

ついて考察する。

(1)地元の染め織りの有無と染め織りの授業

との関わり

小学校では、地元に染め織りがあることが、そ

れを授業で取り上げることへとつながっていると

いえる。それに対し中学校では、地元に染め織り

があることと、染め織りを授業で取り上げること

との関連はないといえる。また中学校では、地元

に染め織りがあると回答した8校で、地元の染め

織りを授業で取り上げている学校はなかった。こ

のことから、地元に有益な教材があるにもかかわ

らず、授業の中で取り上げられていないことを、

中学校家庭科衣生活分野の課題のーっとみなし、

それに向けた解決方法を考えたい。

(2)染め織りを取り入れている教科と授業効

果との関わり

小学校では家庭科以外にも総合学習や社会科な

どで地域の染め織りを取り上げていた。教科横断

的な授業、体験的な授業を取り入れることで、授

業後に児童が地元の染め織りに興味をもつように

なった、大切にしていきたいという気持ちが芽生

えたなどの変化がみられたという。

その一方で、染め織りを授業で取り上げている

と回答した中学校は、すべて家庭科のみで行って

いた。ここでは体験的な授業を取り入れている学

校はなく、教師自身、生徒の興味を引き出すため

には、実物にふれる機会をもっ必要があると感じ

ていた。

以上より、染め織りを授業で取り上げる際には、

調べ学習や見学といった「知る学習」から、実際

に製作する、っくり手と交流するといった「体験

的な学習jへの二段階の学習を行うことが有効で

あると考えられる。

(3)小・中学校家庭科における染め織り授業

の課題と提案

小学校で、は担任が全教科の指導者E行うため、横

断的なカリキュラムを組みやすく、調べ学習から

実践・体験へと段階的な学習を取り入れることが

可能であると考えられる。しかし染め織りを授業

で取り上げていない理由で最も多い回答内容は、

小学校・中学校とも、「年間指導計画への位置づ、

けがない」ためであり、染め織りを授業で取り上

げる際には、染め織りだけに焦点を当てるのでは

なく、学習指導要領に位置づけられている内容と

関連させ、複合的な学習方法が求められる。また

教材研究の時聞がない、具体的に授業の方法がわ

からない、教師自身に染め織りの知識がない、パ

ワーポイントの教材があるとよい、という回答を

ふまえ、パワーポイントによる沖縄の染め織り教

材を提案し、地域の染め織りを授業に取り入れる

きっかけをつくりたいと考える。

IV 中学校家庭科に向けた染め織り教材の提案

1 .中学校家庭科における染め織り教育の

提案

以上の考察をふまえて、中学校家庭科で染め織

りの授業を行うための導入的な教材を提案する。

生徒の現在の衣生活と関連づけ、生徒の「体験し

たい」という関心、意欲そ引き出す教材をテーマ

とした。
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2.中学校家庭科の染め織り教材の提案
パワーポイント教材 「沖縄の染め織り」

<導入> 外|玉|人の友人に、 「れ11制について教

えてよ」と言われたととを生徒に惣像してもら

い、その作業を通して、沖縄で生活していながら、

自分自身が地元の染め織りについて認識していな

いこと、またそれが自分の生活の1-11でどのような

位間づけにあるのかを再認識する。その際、担11純

が染め織りの盛んな地域であること、 7111制の染め
織りの多様'性や伝統的工芸品の定義についてもふ

れ、これから学習する沖制の染め織りの概要を知

るとともに、現代の沖縄の人の生活に結びついて

いないことを伝える。

沖縄の二とにつして
教えてよ! I 

沖縄の染め織り
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あなたは、沖縄の染め織りに
触れる機会はありますか?

沖縄には多くの染め織りがあり主す。
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ずっと普から受け継がれてきた
染め織りの他に、平成に入って
生まれた新しい染め織りがありますの

※伝統的工芸品※

思
伝腿鈎エI・3て債だるう。《盆園緑般的ヱ益・1!:""-)

<1> ここでは、小学校で、の学習の振り返り
も兼ねて、衣服の働きについて確認する。さらに

れ11細の染め織りによる衣服の働きをィ考える。さら

に紅型の技法についての問いかけや、 芭蕉布がな

ぜ身分に関係なく着用されていたのかの問いかけ

を取り入れた。
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盆査箆護支j長.周回 草葺査

j中綿の染め織りの約9書IJは

県外に出荷台れているという

現状がありますn

1 葡布は.当時、身分関係な< I 7]; 
| 用されていました I*且
〉ァー〕 ク

Jレ
ビ
Sズ約

3
年

(1 )昔の人にとっての「衣lとは?

<2> ここでは、生徒が普段粁用している衣
服がどのようにつくられているのかを考えるとと

もに、背の衣服についても考える。そして現代と

l?とを比l絞しながら、日は身近な動植物を利用し
て衣服をつく っていたととを学ぶ。

保健衛生上・

生活活動ょの働き

(2)比べてみよう、今と普

腺車を費す

着る 体を保11する

置持ちを車す

生士会生活上の働き
所属を唖す

比内'.

皆さんが、今着ている衣服は
どのように作られているの?

どのような役割があるでしょう? ?に

座皇室蓋主e圃圃 琉球ぴんがた

:.ーロ.剛同制ト由~・・・・ 八量山宥 t申"htJeLrLJM EeA.・‘ 首福布

" 
ぴんがたは、当時身分の高い

王族士族のみ着用が併されてい
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!だ割、 - 「

¥ 現在のように機械のえよい | 

1 琉嘩王朝時代、どのようにして | 

l 柄が描かれていたのだろうつつ l 
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宮古島の10代に聞きました

(2)宮古よ布の将来に
ついて

不明

笛
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(1)宮古上布に興味
がありますか。

..61 "''' 
.ゐ
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ナ
‘
ン

紅
花

しかし、一方で、、、。

<3> ここでは、染め織りの衣服としての
側面だけでなく、現代における染め織りを取り

巻く環境について考える。「宮古上布を例に」で

は、生徒と同じ 10代の子どもが、地域の染め織

りについてどのような窓識をもっているのかを知

り、さらに生徒自身がどのように与えているのか

を問いかける。そして宮古 仁布の糸が不足してい

る現状をふまえ、同時に保存会による糸縞み教室

が、高齢者のコミュニケーションの場や生き甲斐

になっていることを学ぶ。そして 「新しい染め織

り誕生」として、ウージ染めを取り上げ、特産品

としての視点、サトウキビを再利用して染めるエ

コの視点、さらに女性の活躍の場としての視点で

ウージ染めを学ぶ。その後、伝統と創造について

考え、乙れからの伝統文化のあり方についてィ考え

る。

足腰の弱い高齢者にとって、
コミュニケーションの場となっており、
また、生きがいにもなっている l

新しい織りの誕生
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ウージ染め

.-• 1989年、豊見城市の
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興味のある染め織りについて
調査してみよう!

特産品として、地域の活性化+α

• 《地峨の女性の活躍の場》

3.課題と展望
本研究では、地元の伝統文化を理解し、地域に

誇りをもった生徒を育てるために、 中学校家庭科

における沖縄の染め織り教育の提案を行った。し

かしここでは、導入教材にとどまり、体験的な授

業の提案までには至らなかった。 そのため木研究

の教材を活かし、家庭科の授業で導入を行い、生

徒の沖縄の染め織りへの関心を高めた後で、沖縄

の染め織りについての調べ学習、さらに体験的な

学習へと結びつける教材の提案をさらに行ーってい

きたい。

唱者は、木研究を通して、沖縄の染め織りが、

沖縦の人々の日常生活と取離していると感じ、染

め織りを含めた地元の伝統文化を、学校教育だけ

でなく、家庭や地域と連携して継承していくこと

が重要であると考える。そしてそれが一方的な学

びにならないために、体験的な学習やっくり手と

交疏する学習を通して、生徒に自発的に伝統文化

の継承をうながす教材を提案していきたい。

盆鎧主劃造

どう思いますかっ

創造

あなたは

盆童E

なお、木稿は、平成26年度教育学部学校教育

教員養成課程生活科学教育専修4年次、長田真理

子による卒業研究 『中学校家庭科における染め織

り教育の可能性』をもとに修正加筆したものであ

る。
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<4> 最後に、調べ学習の提案を行い、さら
に体験的学習やっくり手との交疏へとつなげる。
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